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東温市さくらの湯
観光物産センター

Access

車でお越しの方

バスでお越しの方

● 松山市中心部から車で約30分　　● 川内インターから車で5分

● 伊予鉄バス  さくらの湯行き（1日25便）
　農産物直売所
定休日 第４水曜日休（12月31日～1月5日休）
営業時間 8：30～16：30

　観光物産案内所 ・ ふるさと体験棟
定休日 第４水曜日・火曜日休（12月29日～1月3日休）
営業時間 9：00～17：00

住所 〒791-0303 愛媛県東温市北方甲2098
TEL 089-993-8054

東温市さくらの湯観光物産センター
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東温市は愛媛県の県庁所在地・松山市の東隣に位置し、

東温アルプスと呼ばれる皿ヶ嶺連峰や

市の中心部を流れる重信川など、水と緑あふれる土地です。

人々が守り育んできた文化を礎に、

東温市で生まれた豊かな食材やユニークな製品などを

「SAKURA  s e l e c t」としてご紹介し、

その魅力を多くの方に知っていただきたいと願っています。

知る・ふれる・楽しむ

ここにしかない  「S A KU R A  s e l e c t」

C o n t e n t

トップランナーを探せ
サカワ
フジコソ
遠赤青汁
マウンテンストリーム

ファーマーズテーブル
農家レストラン ぼたん茶屋
農家レストラン 由紀っ娘

とうおん育ち　米の道
アグリすのうち
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E H I M E

TOON CITY

上林の棚田

重信川樋口公園の桜並木



トップランナーを探せ
業界の最先端で活躍する、

企業のキーマンたち。

知れば知るほど奥深い、

東温市の宝をご紹介します。
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遠赤青汁フジコソサカワ マウンテンストリーム









マウンテンストリーム
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〒791-0204 愛媛県東温市志津川1202-1
TEL.089-904-2433
営業時間
13:00～17:00
定休日 木・日曜日

農作物としてのコーヒーを味わう
くらしの中の焙煎所

山が近く緑の多い風土、人との距離感が近く子育てしやすい

環境を探し求め、東温市へやってきた谷川さん夫婦。心落ち着

かせて焙煎できるこの地に焙煎所付きの住居を新築しました。

住宅街に佇む「マウンテンストリーム」は、印象的な黒の外観に

温かみのある木調のしつらえ。店の外まで芳しいコーヒーの香り

が漂っています。店主の谷川さん夫婦は、「慌ただしいくらしの

中で、一服のコーヒーを楽しむ人たちがちょっとした生活の

活力や息抜きになってくれるように」という想いをもって焙煎に

取り組んでいます。開店当初は週1日の営業でしたが、知人や

ご近所の方にコーヒーを飲んでもらうにつれ、「ぜひウチにも！

もっと作って！」という声が増え、今では週５日ほど店を開けて

います。店頭に並ぶコーヒー豆は基本３種。初めてコーヒーを

飲む人でもその味わいの違いや面白みが伝わるよう産地や製法

の異なる豆を時期ごとに選んでいます。「コーヒーは元々は果実。

農作物なので同じ焙煎をしても毎年味わいが異なります。

そこが難しいけれど興味深いところ。学びの多い仕事なので、

日々探究心をもち、お客様の顔を思い浮かべながら焙煎をして

いきたいと思っています」。

「コーヒーは人と人をつな
いでくれる」と、谷川和陽さ
ん（写真左）、真由子さん。
東温市内の料理店での
提供やオフィスコーヒーと
しても飲まれている

上：焙煎を待つコーヒー豆　下：一般の人たちと同じ生活
のリズムで焙煎をしたいと、あえて住宅街の中に店を構えた

トップランナーを探せF IND TOP RUNNERS
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四季折々の井内の姿を
どぶろくとともに堪能

井内地区は東温市と久万高原町を結ぶ井内峠へと続く山間の

集落。「ぼたん茶屋」は美しい棚田が広がるこの地区の築150年

にもなる古民家（店主・永井公一さんの生家や畜舎）を改築した

農家レストランです。春には永井さんが1997年に棚田20アールに

植えた牡丹の花が咲き誇り、秋にはネパール原産の赤蕎麦の花が

可憐に咲きます。山間地の過疎化、耕作放棄地の見過ごせない

現状を憂いた店主が「ぜひ多くの人にこの地へ足を運んでもらい

たい」と始めたどぶろくの製造。昼夜の寒暖差が大きく、冷涼な

山の水で育つ「井内米」を使い、華やかな香りとフレッシュな味わい、

すっきりした甘さが評判となり全国どぶろく研究大会では何度も

受賞しました。また、ぼたん茶屋ではそのどぶろくを１本丸ごと

使った「ぼたん鍋」も味わえます。新鮮な野菜、県内で加工された

こだわりのイノシシ肉を使い、囲炉裏で鍋を囲みます。夏は自然

に囲まれた庭でバーベキュー、蕎麦のコースや鮎の塩焼き、地鶏

の炭火焼きなど、季節や予算に応じたメニューも提供。身も心も

温まる体験で井内地区の良さを実感し、多くの人が季節を変え、

何度も訪れたい場所となっています。

上：鍋の中にどぶろくを満たす。猪肉も美しい　
下：噛むほどに味わい深いぼたん鍋
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華美なものや特別なものでなくても、

季節ごとに収穫される、

その土地ならではのものが一番のご馳走。

地域に根ざし、

この地で志をもって農作物を育てる

こだわりの生産者を訪ねました。

ふだん着の食卓

どぶろくは甘口・中辛・辛口の
３種が定番。敷地内のどぶろく
工房で永井さん自らが仕込む

農家レストラン
ぼたん茶屋

PRODUCER
DATA

Måtsüÿåmå
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〒791-0315 愛媛県東温市井内1083-1
TEL.089-966-3981
営業時間
不定休（完全予約制、４名以上～）
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ふだん着の食卓

夫婦で作ったお米やお野菜で
東温市らしさをおもてなし

2008年、東温市がどぶろく特区を取得したのをきっかけに酒造免許を取得

し、どぶろく工房・農家レストランを始めた藤井さん夫婦。実家は長い間、

皿ヶ嶺の麓にある下林地区で米農家を営んでおり、その品質の良い自家栽培

の米のみを使った「自分たちらしい」どぶろく作りを続けています。「どぶろく

を飲んだことがない人にも喜んでいただけるように」と、黒米・赤米・にこまる

など、多くの品種作りに挑戦し、品種ごとの仕込みから発酵の研究まで、夫婦

二人三脚で携わり、2014年の全国どぶろくコンテストでは最優秀賞を

受賞。その後も入賞を続けています。また、農家レストランも「品数豊富で

素朴な味がとてもいい！」と都市部の人たちを中心に口コミで人気に。自家

農園で採れた季節の野菜に東温産バジルドレッシングを添えたサラダや

お手製の刺身こんにゃく、いもたきやどぶろくの粕汁など、風土の味も楽しめ

ます。また、デザートには滑らかな口当たりとどぶろくの風味豊かなプリンと、

東温市の恵みがたっぷり。「日々の農作業もこの歳になると大変」と語る

藤井由紀枝さん。日々支えてくれている感謝を忘れず、地域のため人のため

に今日も懸命に働いています。
予約が入っている日は朝から大忙し。娘さんや
妹さん、ご近所さんなどの手を借りることも

「料理に合わせて、どぶろくも楽しんでほしい」と由紀枝さん。定番
のどぶろくは甘口・中辛・辛口、古代米のどぶろくは甘口と中辛。
赤い酵母を使った「はな由紀」は酸味のある爽やかな味わい

季節の野菜の天ぷら、20年ものの梅干し入りれんこんハンバーグなど、こだわり満載の「由紀っ娘御膳」

農家レストラン
由紀っ娘

PRODUCER
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〒791-0222 愛媛県東温市下林甲296
TEL.089-964-2918
営業時間
不定休（要予約、６名以上～）



農事組合法人アグリすのうち

PRODUCER
DATA

Måtsüÿåmå
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〒791-0311 愛媛県東温市則之内甲878-1
TEL.089-966-2085
主要作物
米（コシヒカリ、あきたこまち、ヒノヒカリ）
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皿ヶ嶺、石墨山など1000mを超える峰々を抱える東温アルプス。

美しい里山風景の中、東温市では稲作が盛んに行われ、

それぞれの地域で自慢の米をつくっています。

有
言
実
行
で
次
世
代
へ
つ
な
ぐ

米
づ
く
り
の
仕
事
人
集
団

「さくら元気米」は直販の
ほか卸売業者への販売、
デイケア施設や食堂など
へ販売をしている

則之内地区は井内地区、河之内地区と併せて「三内」と呼ばれる東温市の米どころの

一つ。2008年、東温市で初めの農業法人としてスタートした「アグリすのうち」。平野から

山村の間に位置する則之内地区では、1991年に農業農村整備事業を利用した基盤

整備を進めるにあたり地区の17戸の農家で機械利用組合を作りました。「この組織が

前身となり、その後、地域の未来を集落の農家で毎週議論を重ね、次世代へバトン

タッチしていくためにはきちんとした農業組織を作り法人化した方が良いのではない

かという方向で進みました」と、代表の大野桂さん。2008年に法人化、交付金で機械を

購入したり、倉庫は地区の農協の建物を購入することができました。重労働な畦の草

刈り、田植えや稲刈りなど大型機械を使う作業は役員が手分けをして行い、忙しい時期

は集落の女性も含め約13名が作業を行っています。「三内の棚田の米がうまい！といつ

までも言ってもらえるように減農薬栽培を行った独自ブランド“さくら元気米”を販売。

農協を通さず年間10トン以上、自主販売をしています」。集落合意の苦労を重ねなが

らも地域の誇りを守り、これからの就農者へ夢を与える取り組みを続けていきます。


